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⑥ 5 つの 義務の サラ ー （礼拝） の 後の ズイ クル （念 唱) 


• 義務の サラ ーを 終えて タス ターム 1 したら、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あ 
れ） から 正しく 伝えられ ている サラ ー 後の ズィ クル （念 唱） を 各自 声に 出して 唱える の 
が スン ナ です。 それには 以下に 挙げる ような ものが あります： 

• 「私は アツ ラ 1 一 にお 赦 しを 乞います。 私は アツ ラ 1 一 にお 赦 しを 乞います。 私は アツ ラー 
にお 赦 しを 乞います。」 （ムス リムの 伝承 2 ) 

• 「アツ ラーよ、 あなた こそが 平安の 主で、 平安は あなたからの ものです。 崇高 さと 栄誉 
の 主に 称え あれ。"」 （ムス リ ムの 伝承 3 ) 

• 「いかなる 共同者 もない、 唯一の アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものはありません。 そ 
して かれに こそ 主権と 全ての 賛美は 属し、 かれ こそは 全能の お 方です。 アツ ラーよ、 あ 
なた が お与えになる ものを 禁じる 者は なく、 あなたが 禁じられる ものを 与えられる 者は 
おりません。 （現世に おける） どんな 優れた 境遇 も、 あなたの 御 許での 真の 幸福を 益す 
る ことはありません。 4 」 （アル ニ ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 5 ) 

• 「いかなる 共同者 もない、 唯一の アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものはありません。 そ 
して かれに こそ 主権と 全ての 賛美は 属し、 かれ こそは 全能の お 方です。 アツ ラーの 他に 
諸事を 司り 事象を 変転させる、 いかなる 威力 もありません。 唯一の アツ ラーの 他に 真に 
崇拝すべき ものは なく、 私たちは かれの 他に いかなる もの も 崇拝したり しません。 恩恵 
と 潤沢は かれに こそ 属し、 そして かれに こそよ き 誉れが あります。 アツ ラー 以外に 真に 
崇拝すべき ものはありません。 例え 不信者た ちが 忌み嫌おう とも、 私たちは アツ ラーに 
誠意を 尽 して 仕えます。」 （ムス リムの 伝承 6 ) 

• それから 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） から 伝わる、 以下のような ズィ 
クル （念 唱） を 行います： 

1- 「サラ ーを 終える たびに アツ ラーを 33 回 タス ビーフ 7 し、 また 33 回タ ハミード 8 し、 

また 33 回 タク ビール® して （計） 99 回 （のズ イク ルを） 行い、 更に" いかなる 共同者 もな 


1 訳者 注： 礼拝 最後の 動作で、 右と 左に 振り向いて 挨拶す る こと。 

2 サ ヒー フ .ムス リム （591)。 

3 サ ヒー フ .ムス リム （592)。 

4 訳者 注： 現世に おける 権力、 財産、 子孫な どの 幸運は、 それ 自体では アツ ラーの 御 許での 真の 幸運、 つ 
まり 天国と いう 報奨を 獲得す る ことには 直接つな がらない、 という ことを 意味す ると 言われます。 至高の 
アツ ラーは こう 仰ら れ ています： 《財産 と 子孫は 現世の 生活の 飾り物で あるが、 永遠に 残る 善行 こそは あな 
たの 主の 御 許で 最も 優れた 報奨で あり、 希望で ある》 （ク ルアー ン 18: 46) 

5 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （8 44)、 サ ヒー フ .ムス リム （593)。 

6 サ ヒー フ .ムス リム （594)。 

7 訳者 注： アツ ラーの 完全無欠 性、 全ての 物事から 超越す る 崇高 さを 讃 える こと。 「スブ ハー ナツ ラー」 



い、 唯一の アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものはありません。 そして かれに こそ 主権と 全 
ての 賛美は 属し、 かれ こそは 全能の お 方です" と 唱えて 100 を 完遂す る 者は、 例え 海の 泡 
ほどの 罪が あった としても それを 赦 される であろう。」 （ムス リ ムの 伝承 10 ) 


2— 「 タス ビーフを 25 回、 タハ ミー ドを 25 回、 タク ビ 1 — ルを 25 回、 タ ハ ]] ― ノレ 11 を 25 
回」 （アツ ニ ティル ミズ ィーと アン = ナサー イーの 伝承 12 ) 

3- 「全ての 義務の サラ ー 後に 33 回の タス ビーフ、 33 回の タ ハミード、 34 回の タク ビー 
ルを （唱えて アツ ラーの 念唱 を） 後続 させれば、 成功し そ びれ る ことはないだろう。」 （ム 
スリ ムの 伝承 じ） 


4 — 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「ムス リムが 5 度の 儀 
務 の） サラ ーの 後に 数え （て 唱え） れ ば、 天国に 入る ことの 出来る 2 つの 特別な もの。 そ 
れは 易しい ものである にも 関わらず、 行う 者は 数 少ない。」 （預言者は） 言いました： 「5 度 
の （義務の） サラ ーを 終えて 10 回 タス ビーフし、 また 10 回タ ハミードし、 更に 10 回 タク 
ビール すれば、 それは 舌には 15 0、 そして 報奨の 枰 においては 1500 に 値する の だ。」 （アツ 
= ティル ミズ ィーと アン = ナサ ー イーの 伝承 m ) 

5 — アル =ム アウ ウィ ザ ターン 巧 (アブー. ダー ウー ドと アツ = ティル ミズ ィーの 伝承 1 6) 

6 — ア ーヤト .アル ニクル スイ ー (ク ルアー ン 2 : 255)。 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝 
福と 平安 あれ） は 言いました： 「サラ ーの 後に アー ヤト •アル = クルス ィーを 読む 者は、 死 
んだ 後天 国に 入る ことを 阻まれないで あろう。」 （アン = ナサ ー イーと アツ =タ バラ ーニ ー 
の 伝承 17 ) 


ア ーヤト .アル = クルス ィーとは、 次の アーヤ （句） のこと です：- アツ ラーは かれの 他 
に 真に 崇拝すべき ものが なく、 永生し 全てを 司る 御 方。 まどろみ も 熟睡 も、 かれを とらえ 
る ことは ない。 天地に ある 全ての ものは、 かれに 属する。 かれの お許しな くして、 誰が か 
れの御 許で 執り成す ことが 出来よう か。 かれは （人々 の） 以前の こと も 以後の ことを も ご 

といぅ 言葉。 

8 訳者 注： アツ ラーに こそ 全ての 賛美が あると 唱念 する こと。 「アル = ハムド リツ ラー」 という 言葉。 

9 訳者 注： アツ ラー こそが 最も 偉大で あり、 それ 以外の ものは 全て 些少な 存在で ある ことを 唱念 する ため 
の 言葉。 「アツ ラー フ .アク パル」 という 言葉。 

10 サ ヒー フ .ムス リム （597)。 

11 訳者 注： 「ラー. イラ ー ハ. イ ツラツ ラー」 という 言葉。 

12 良好 かつ 真正な 伝承。 ス ナン. アツ = ティル ミズ ィー （3413)、 ス ナン. アン = ナサ ー イー （1351)。 
アツ = ティル ミズ ィーは この 伝承を 真正な ものと 判定して います。 

13 サ ヒー フ .ムス リム （596)。 

14 真正な 伝承。 ス ナン. アツ = ティル ミズ ィー （3410)、 ス ナン. アン = ナサ ー イー （1348)。 文章は ア 
ン= ナサ ー イーの もの。 

15 訳者 注： ク ルアー ンの 最後の 2 章の こと。 

16 真正な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （1523)、 ス ナン. アツ = ティル ミズ ィー （2903)。 

17 真正な 伝承。 ス ナン. アン = ナサ ー イー （9928)、 アツ =タ パラー ニーの アル = カ ビール （8/114)。 
アツ = スィ ル スィ ラト •アツ =サ ヒー ハ （972) 参照。 
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存知で ある。 かれの 御意に 適った ことの 他、 彼らは かれの 御 知識に 就いて、 何も 会得す る 
ところは ない の だ。 かれの 玉座は、 全ての 天と地を 覆って 広がり、 この 2 つを 守って、 疲 
れも 覚えられない。 かれは 至高に して この 上な く 偉大で あられる。， （ク ルアー ン 2: 255) 


• タス ビーフは 両手の 指で 数える のが スン ナ です。 


1— アブ ドツ フー. ブン .アム ル （彼らに アツ フーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「私は、 
アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） が タス ビーフを 数える のを 見 まし 
た。」 （アツ = ティル ミズ ィーと アン = ナサ ー イーの 伝承 18 ) 

2 — ヤスィ ーフ （彼女に アツ フーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ フ 1 一 の 使徒 （彼に 
アツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 私たちに 言いました：" 女性たち よ、 タス ビーフと タフ 
リールと タク ディース ig をす るの だ。 そして 指で 数えなさい。 その 指は （審判の 日、） 言葉 
を 放つ （その 善行の） 証人と なる の だから。 そして アツ ラーの ご 慈悲を 忘れて しまわない 
よう、 （ズ ィク ルを） おろそかに しては ならない。"」 （アブー •ダー ウー ドと アツ = ティル 
ミズ ィ ーの 伝承 2 〇) 

• ファ ジュ ルと アスルの サラ ーの 後、 座って ズィ クル （念 唱） する ことの 徳： 

1— アナス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に アツ ラ 
一からの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" 早朝の サラ ーの 後で、 太陽が 昇る まで 至高の ア 
ツ ラーを ズィ クルす る 民と 共に 座って いる ことは、 私に とって イス マー イー ルの 子孫の 奴 
隸を 4 人 解放す る ことより 愛すべき ことで ある。 また アスルの サラ ーの 後で、 太陽が 沈む 
まで 至高の アツ ラーを ズィ クルす る 民と 共に 座って いる ことは、 私に とって 奴隸を 4 人 解 
放す る ことより 愛すべき ことで ある。"」 （アブー • ダー ウー ドの 伝承 2 り 

2 — ジャー ビル •ブン .サム ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に ア 
ツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は ファ ジュ ルの サラ ーの 後、 太陽が 完全に 昇る までは サラ 
一した その 場に 座って いた ものでした。 （ムス リ ムの 伝承 22 ) 

• ズイ クル （念 唱） と ドウ アー （祈願） をす る 場所： 


18 真正な 伝承。 ス ナン. アッ = ティル ミズ ィー （3411)、 ス ナン. アン = ナサ ー イー （1355)。 

19 訳者 注： タク ディースとは 「スブ ハー ナ .アル =マ リキ. アル = タッド ウー ス （真の 王、 聖 なるお 方 
の 崇高 さよ）」、 「スッ ブー フン. タッド ウー スッ .ラップ. アル = マ ラーイ カティ. ワッ = ルーフ （讃美す 
べき 崇高な お 方、 聖 なるお 方、 天使たち と ジブリールの 主)」 といった ズィ クルを 指します。 

20 良好な 伝承。 ス ナン. アブー •ダー ウー ド （1501)、 ス ナン •アッ = ティル ミズ ィー （3583)。 文章は 
アツ = テイル ミズ イーの もの。 

21 真正な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （3667)。 アッ = スィ ル スィ ラト. アッ =サ ヒー ハ （2916) 
参照。 

22 サ ヒー フ .ムス リム （670)。 
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1— 任意の サラ ーの 後の ドウ ア ーに 法的根拠はありません。 ドウ ア ーしたい 者は 任意の サ 
ラーで あれ 義務の サラ ーで あれ、 タス ターム 23 の 前に 行った 方が 良いで しよう。 しかし 何ら 
かの 理由で 時々 サラ ーの 後に ドウ アー する のなら、 問題は あり ません。 

2 — 「サラ ーの 後」 という 限定 付きで 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） から 
伝えられ ている ドウ アー （祈願） は、 タス タームの 前に 行う という 意味です。 一方 ズ イク 
ル （念 唱） は、 タス タームの 後に 行います。 


23 訳者 注： 礼拝 最後の 動作で、 右と 左に 振り向いて 挨拶す る こと。 
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